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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は、その序論において「器質的変化を伴わない視覚障害・聴覚障害」の病名の変遷、疫学、病因、
症状、診断、治療、経過および予後についての文献的検討がなされた。その結果として、本障害の臨床分
類や予後等についての報告の少なさが問題点としてとりあげられ、本障害を持つ児童の症状改善や生活の
質の向上につなげることを研究の意義として、以下の研究および総合考察が行われた。
研究「小児の機能性視覚・聴覚障害の臨床的特徴ならびに心理学的分類に関する検討」：本研究では、
後方視的カルテレビューにより、機能性視聴覚障害児30症例の臨床症状を主とした検討が行われた。その
結果、心因の有無や視覚・聴覚障害の感覚器の別で、臨床心理学的に明らかな差異は認められなかったこ
とより、これらの状態を包括的に捉えて「機能性視聴覚障害」と呼ぶことが妥当であると提唱された。ま
た、これらの症例を、臨床症状から過適応・前適応・不適応という三つの臨床心理学的適応タイプに分類
することが可能とされ、治療的アプローチの実施に有用であることが提案された。なお本研究の一部は、
前田氏を共著者の一人とし、日本心身医学会誌である「心身医学」に1988年に発表された。
研究「児童における機能性視聴覚障害の治療的アプローチに関する考察」：本研究では、後方視的カ
ルテレビューにより「機能性視聴覚障害」児133症例の治療的アプローチが調べられた。治療的アプロー
チとしては、多様な病態を有する症例に個別対応する形で、個別療法や集団療法などが行われていること
が示された。「機能性視聴覚障害」の具体的な臨床像と具体的対応を明らかにするために、(1)個別療法症
例A（視覚障害）、(2)集団療法症例 B（聴覚障害）、(3)経過観察症例 C（聴覚障害）、(4)治療中断症例D
（視覚障害）の計症例も提示された。なお本研究は、前田氏を筆頭著者とし、日本児童青年精神医学会
機関誌である「児童青年精神医学とその近接領域」に1992年に発表された。
研究「機能性視聴覚障害から始まって多彩な症状変遷を経た事例―症状変遷の意味と治療形態の有効
性の検討―」：本研究では、「機能性視聴覚障害」児例の経過が報告された。症例は、「機能性視聴覚障害」
を主訴に精神科を受診し、長期の経過中に多彩な症状を示し、集団・個別の二治療形態の併用を行うとい
う特異性を有していた。治療経過を振り返り、症状変遷の意味、発達要因、治療形態の併用が検討された。
なお本研究は、前田氏を筆頭著者とし、日本心理臨床学会誌である「心理臨床学研究」に1992年に発表さ
れた。
研究「機能性視聴覚障害児のロールシャツハプロトコルからみた発症機制にかかわる特徴と時代的変
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化に関する考察」：本研究は、後方視的カルテレビューから、1985年と2003年に初診した過適応タイプ
例と、1985年と2004年に初診した前適応タイプ例を抽出し、ロールシャッハプロトコルを中心として検
討された。その結果、身体化の発症機制に関わると考えられる特徴として、「W優位と D優位という把
握型のあり方」および「形体と色彩との複合の失敗」が一側面として提出され、研究で示された分類に
よる過適応および前適応タイプの特徴をもつ事例が両年代ともに存在することが示された。なお本研究の
一部は、前田氏を筆頭著者とし、関西学院大学文学部総合心理科学科教育心理学専修紀要である「臨床教
育心理学研究」に2007年に発表された。
研究「学童期機能性視聴覚障害のサブグループとその特徴の検討―ロールシャッハテスト指標による
クラスター分析を用いて―」：本研究では、「機能性視聴覚障害」児83例の後方視的カルテレビューが行わ
れ、ロールシャツハテスト指標が検討された。ロールシャツハテスト指標のクラスター分析から、臨床的
問題性の目立たない群から問題性を有する群まで、研究で示されたつの適応タイプの近似群を含む
群が新たに提唱された。なお本研究は、前田氏を筆頭著者とし、日本ロールシャツハ学会誌である「ロー
ルシャッハ法研究」に2011年に受理された。
研究「学童期機能性視聴覚障害の予後調査研究―初診年から25年経過後の状況―」：本研究では、
「機能性視聴覚障害」615例とその保護者を対象とし、予後に関するアンケート調査が行われた。回答者数
は、患者が25名（回収率3.3％）、保護者が44名（回収率5.8％）であった。結果として、回答者の多くは
予後良好であったが、一部に予後不良例が存在した。
最後に総合考察において、本障害を臨床心理学的に「機能性視聴覚障害」と包括的にとらえた際の疫学、
病因、症状、治療、予後が論じられた。すなわち、本障害は女児に多く、発症平均年齢は∼	歳の範囲
にあり、発症機序は、生物学的要因、社会的・心理的状況要因などの多くの要因が複雑に絡み合っている
と考察された。症状は、眼科・耳鼻科的以外の身体症状も多くみられ、治療は症例ごとによる個別検討が
重要であり、予後は比較的良好と考えられた。
以上より、本障害を「機能性視聴覚障害」としての概念を統一し、さらに、「機能性視聴覚障害」をロー
ルシャッハテストの結果から群に分類して理解することが、臨床心理学的「みたて」と治療の方向づけ
に有益であるとの結論がなされた。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文では、児童の「器質的変化を伴わない視覚または聴覚障害」について研究が行われ、臨床心理学
的観点からの本障害の新たな症状、分類、治療、および予後についての考察がなされた。
序論において前田氏は、「器質的変化を伴わない視覚または聴覚障害」すなわち「限科学的には原因不
明とされる視覚障害」または「耳鼻咽喉科学的には原因不明とされる聴覚障害」の病名の変遷、疫学、病
因、症状、診断、治療、および予後について詳細な文献レビューを行なった。なかでも論点が置かれたの
は病名の変遷であった。眼科学および耳鼻咽喉科学では、ヒステリー性や心因性を冠した病名で呼ばれて
きたことが、本障害の概念の混乱をきたし、臨床心理学的治療を困難にしてきたとの卓越した指摘がなさ
れた。その上で、臨床心理学的治療の改善のために、本障害の概念の統一をはかる研究が必要であること
が説かれた。臨床研究は社会への貢献度を問われるものであるが、本研究はその点において、意義ある研
究として高く評価できるものである。
研究では、「器質的変化を伴わない視覚または聴覚障害」を持つ児童30例の症状および心理検査結果
が、後方視的カルテレビューにより検討された。その結果、心因の有無や感覚器別では臨床心理学的差異
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を認めなかったことより、前田氏は本障害を「機能性視聴覚障害」して包括的に捉えることが妥当とした。
さらに、「機能性視聴覚障害」を適応タイプ別に「過適応タイプ」、「前適応タイプ」、「不適応タイプ」と
いうタイプに分類することが、臨床心理学的治療に於いて有用であると提唱した。本研究が発表された
1988年当時は、心因性視覚障害ならびに心因性聴覚障害という病名が主として使用されていたことを考慮
すると、前田氏の上記の提唱は独創性に富むものと考える。
研究では、臨床心理学的治療について、「機能性視聴覚障害」をもつ児童（以下「機能性視聴覚障害
児」）133症例の後方視的カルテレビュー、および症例報告が行われた。その結果、臨床心理学的治療の
選択には一定の指針等はなく、個別対応で治療法が選択されていることが示された。本研究が発表された
1992年当時の、大都市の公立病院児童精神科における「機能性視聴覚障害児」の臨床心理学的治療の実態
を捉えた貴重な研究として評価できる。
研究は、特殊な経過を呈した「機能性視聴覚障害児」の症例報告であった。1980年代から1990年代
にかけての約10年にわたる長期経過と予後が鋭い観察に基づき報告された。本研究は、予後に着目した研
究の予備的研究としての評価ができる。
研究では、1980年代に治療を受けた「機能性視聴覚障害児」例と、2002年以降に治療を受けた「機
能性視聴覚障害児」例の臨床症状およびロールシャッハテスト結果が比較された。その結果、各年代に
治療を受けた例は、それぞれ研究で提唱された「過適応タイプ」および「前適応タイプ」に分類され
た。本研究は、ロールシャッハテスト結果が着目され、研究の予備的研究としての価値があると認める。
研究では、1984年から2004年に治療を受けた「機能性視聴覚障害児」83例のロールシャッハテスト結
果を後方視的カルテレビューにより収集し、クラスター分析が行われた。その結果、「機能性視聴覚障害」
は、臨床心理学的問題が目立たない群から臨床心理学的問題を有する群まで群に分類されることが示さ
れた。研究で提唱された適応タイプ別の分類を発展させ、客観的手法を導入しても同様な分類が可能で
あることを示した点が高く評価できる研究である。
研究では、1984年から2006年に治療を受けた「機能性視聴覚障害児」615例とその保護者を対象とし
た予後に関するアンケート調査（2009年施行）が行われた。アンケート回収率が低く予備調査レベルに留
まったが、「機能性視聴覚障害」の予後は比較的良好である可能性が示唆された。なお、アンケート回収
率の低さは、本研究が高い倫理的配慮のもとに施行された証でもあり、前田氏の臨床研究者としての資質
の高さを評価する。
総合考察では、「機能性視聴覚障害」の概念の統一が試みられるとともに、「機能性視聴覚障害」をロー
ルシャッハテストの結果から群に分類して理解することが、臨床心理学的「みたて」と治療の方向づけ
に有用であるとの説が展開された。本研究結果が臨床現場での患者利益につながる可能性が考察されてお
り、臨床研究としてあらためて高い評価を与えうる。
なお、これらの前田氏の研究には問題点も存在する。「機能性視聴覚障害」は、前田氏の属した診療科
でしか使用されていない。臨床現場への応用を考察するには、一診療科における個人の臨床経験にとらわ
れず、より広い視野からの考察が望まれた。しかしながら、これらの問題点が、博士論文としての本論文
の価値を減じるものではない。その根拠として、前田氏の約40年に亘る臨床心理士としての貴重な経験に
基づいたこれらの研究のほとんどは、国内の審査付き学会誌等で受理・発表されていることが挙げられる。
また、前田氏は、その業績が認められ、すでに2008年より神戸学院大学人文学部人間心理学科専任講師と
して活躍している。
以上より、審査委員会一同は、前田氏の今回の論文内容および平成23年月29日に実施した口答試問か
ら判断し、博士学位（教育心理学）を授与するに相応しいと判断したので報告する。
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